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「
こ
の
た
び
の
市
長
選
一
を
傾
け
、
も
っ
て
大
洲
市
の
繁
栄
と
皆

挙

に

お

き

正

し

て

、

皆

一

様

の

栴

詰

進

を

同

っ

て

ま

い

り

た

い

(

写

在

、

U
年
に
指
定
さ
れ
一
口
配
当
金
の
増
配

係

方

の

阪

い

御

喜

に

一

と

存

じ

ま

す

。

た

平

地

μ

沼
田
の
タ
プ
ノ
キ
一
簡
易
保
険
て
は
、
加
入
後
三
年
た
つ

よ

り

、

当

選

の

栄

に

浴

一

一

て

か

ら

保

険

金

を

支

払

う

場

合

、

前

一

ー

ー

ー

l
i
l
i
-
-
-

林
平
河
野
寿
長
氏
所
有
一

し

、

許

認

途

上

に

あ

る

一

一

も

っ

て

約

束

し

て

い

る

配

当

金

を

あ

一

(

大

洲

市

教

育

妥

員

会

)

一

大
洲
町
政
を
担
当
い
た
一
回
司
副
司
州
副
官
官
国
A

一
わ
せ
て
支
払
つ
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す

こ

と

に

な

り

ま

し

た

一

時

間

同

ド

胃

且

iiiiihhit--hb皆、
i
i
k
i
t
t
i
i、i
i
i
b

一
す
が
、
本
年
一
月
か
ら
、
こ
の
叫

も

と

よ

り

微

力

で

あ

一

も

の

で

、

主

に

は

日

露

間

に

つ

一

次

の

と

お

り

。

一

を

O
た
ば
こ
一
金
が
大
巾
に
遣
に
な
り
、
吋

り
ま
す
が
、
そ
の
喜
一

4
月

ぐ

大

告

と

な

り

ま

す

。

一

画

面

、

謀

略

-

h

一
一
肢
が
り
入
れ
一
に
ま
す
ま
す
有
利
に
な
り
ま

を

涌

感

し

、

選

挙

を

道

一

一

一

レ

ト

一

一

口

加

入

苔

ホ

I
ム
の
折
笠

一

こ

の

強

い

机

織

で

生

酢

布

持

、

流

通

一

O
大

州

竺

弘

一

品

川

目

一

寸

の

あ

る

と

こ

ろ

一

じ

て

写

し

た

震

方

一

一

一

語

、

吉

丈

君

り

』

宮

、

こ

れ

一

西

国

同

太

郎

、

同

尾

正

義

、

深

井

王

f

で
吸
い
、
灰
、
一
加
入
者
の
老
後
の
生
活
を
健
康
で
来

の
真
の
型
明
言
市
政
一
市
内
の
位
協
の
う
ち
土
の
農
協
が
一
っ
て
辞
予
備
契
約
の
調
印
が
行
な
わ
一
た
が
、
よ
一
つ
や
く
凹
円
一
塁
手
に
一
ま
で
里
山
L
U
M
U
V
っ

て

一

否

一

雄

一

は

心

吸

が

ら

、

マ

ツ

一

し

い

も

の

に

す

る

た

め

の

問

ι保
険

に
反
映
い
た
す
べ
く
、
十
四
月
一
日
か
ら
大
洲
市
農
協
と
し
て
発
一
れ
ま
し
た

υ

一
新
組
へ
門
主
主
さ
せ
る
よ
う
判
印
し
た
一
切

2
2で
あ
り
な
が
り
、
小
規
模

τ喜
多

山

百

十

・

チ

は

灰

皿

に

入

一

加

人

主

i
ム
が
、
松
山
県
富
に

新
た
な
る
山
口
容
)
抱
負
一
足
す
る
こ
は
に
訴
が
ま
と
ま
り
、
一
月
一
ム
提
言
は
、
さ
る
一
一
一
大
年
寄
一
も
の
で
す
。
一
倍
訂
か
な
え
ら
れ
な
い
自
王
丸
井
市
議
、
稲
川
川
治
郎
、
尾
上
一
ド
火
れ
る
。
一
聞
き
苦
し
た
o

多
数
の
ご
利
用

、

紅

白

川

均

七

位

打

日

係

者

に

よ

一

五

議

議

会

主

主

し

て

き

一

そ

の

後

二

月

一

一

卜

日

に

見

詰

と

一

霊

的

に

推

す

る

こ

と

が

で

E
一

口

市

J

一

皿

灰

皿

は

二

か

一

を

待

っ

て

お

り

ま

す

o

利

用

主

父

「

松

山

県

事

務

票

日

町

一

討

の

喜

善

の

繰

越

一

品

川

山

一

昨

日

目

九

日

一

う

に

守

ま

し

た

o

今
後
は
市
の

i
山

本

見

(

佐

々

木

語

、

書

長

足

寸

ち

が

広

く

民

の

一

出

口

町

内

郵

置

で

日

一

日

信

一

円

け

れ

ば

な

り

一

日

一

時

吉

正

月

日

目

当

日

刊

誌

一

日

目

主

主

一

三

品

川

河

野

茂

泰

久

保

久

衛

マ

h
u町一

o
J
U山
川
町
日
一
一
川
ド
り

∞

日

刊

日

日

間

刊

誌

口

一

A
r
M
M火
器

被

災

棚

量

産

一

め

の

諸

準

備

に

着

手

し

て

い

ま

す

の

一

に

引

十

日

日

休

刊

一

。

町

市

上

岡

和

雄

一

灰

皿

に

は

、

李

入

れ

る

ま

す

η

簡
易
保
険
を
か
け
て
い
秀

次
に
担
げ
る
誌
を
受
け
る
こ
と
が
一

B
、

i
一

下

九

年

に

生

じ

た

雑

一

こ

の

新

組

合

は

、

現

員

五

千

七

十

一

三

一

一

寝

た

ば

こ

は

や

め

る

o

は
、
生
命
保
険
料
控
除
申
告
を
お
忘

で
き
ま
す
o

一

焔

叶

一

一

六

名

、

間

資

金

一

一

千

九

百

万

円

を

も

っ

一

な

お

、

島

注

目

設

す

言

は

-A引
い

大

下

一

美

一

灰

皿

の

吸

が

皇

子

て

る

と

き

は

れ

な

く

o
所
得
か
ら
官
さ
れ
る
保

ィ

、

事

業

専

従

枠

内

除

一

¥

、

重

量

産

の

重

要

量

一

日

一

拠

出

一

水

を

か

け

て

、

消

火

を

確

か

め

る

険

料

は

、

一

万

八

千

円

ま

で

は

全

額

耳
鳴
E
早

暑

一

人

八

万

一

/

冷

一

山

本

語

、

山

旧

道

一

た

ば

こ

と

と

も

に

、

マ

ッ

チ

の

燃

こ

れ

を

こ

え

て

五

万

円

ま

で

の

部

分

円

以

内

そ

の

他

の

望

人

五

万

止

臣

室

に

用

い

ら

れ

て

い

た

車

一

口

語

農

協

一

え

さ

し

に

も

気

を

つ

け

る

o

に
つ
い
て
は
遺
産
局
せ
ら
れ
て

以

内

一

E搬
具

、

機

械

装

置

、

備

品

な

一

古

車

、

種

差

、

梶

田

勝

間

一

O
石
油
こ
ん
ろ
ス
ト
ー
ブ
税
金
が
安
く
な
り
ま
す
。
ま
た
民

一

一

O
一

二

一

古

ば

協

一

税

の

計

算

の

局

人

口

も

同

じ

よ

ろ

に

、

口

、

旧

制

尖

の

繰

越

担

除

一

ど

の

回

定

資

産

(

土

地

建

物

と

楕

一

一

器

具

の

取

扱

い

を

家

族

み

ん

な

が

よ

一

川

川

い

川

寿

一

雄

、

松

尾

重

芳

一

保

険

料

住

除

が

う

け

ら

れ

ま

す

。

昭

和

一

一

十

一

ハ

年

、

一

二

十

七

年

、

ぉ

一

築

物

除

く

)

ま

た

は

事

業

用

の

牛

↑

く

知

っ

て

お

く

こ

と

。

一

om米
山

町

民

協

一

大

洲

郵

便

局

よ

び

三

十

八

年

の

一

一

手

間

に

於

け

一

馬

な

ど

の

資

産

で

事

業

に

用

い

な

担

尚

弁

惣

半

、

岡

崎

邦

男

一

説

明

警

に

し

た

が

っ

て

正

し

く

他

る

事

業

所

得

の

計

算

上

生

じ

た

次

一

く

な

っ

た

内

か

ら

一

年

以

内

に

譲

口

上

川

政

農

協

一

ぅ

。

の

損

失

で

昭

和

三

十

八

年

ま

で

の

一

夜

し

た

た

め

生

じ

た

損

失

の

金

額

上

川

好

邦

、

新

田

伝

太

郎

一

燃

料

を

タ

ン

ク

に

注

ぐ

と

き

は

、

所
得
の
計
算
上
佳
除
さ
れ
な
か
っ
一
(
松
山
県
事
務
所
大
洲
出
張
所
)

j事2 

約
実

日25 

市

上

大」

つ

あ

も百

昭和 40年 2月

所

務課

(月1回発行)

十
三
日
行
な
わ
れ
た
市
長
選
挙
は
、
わ
れ
わ
れ
の
国
民
も
身
近
か
な
選
挙
で
関
心
も
強
か
っ
た
せ
い
か
、
八

四
、
十
九
口
%
と
前
凶
(
八
四
、
四
一
一
)
を
越
え
る
投
票
求
を
不
し
、
開
票
の
結
果
、
村
上
消
古
氏
l
写
真

ー
が
新
市
長
に
選
ば
れ
末
し
た
。

役

所

集

市

発行

湖、|

高漏

総

大

さ
つ
ザ
て
く
ト
五
臼
職
員
に
加
え
ら
れ
て
初
ひ
一

庁
じ
た
村
上
新
町
長
は
、
市
日
一

ωみ
な
さ
ん

に
次
の
よ
う
な
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
}

治宝
u 
発

足

方 10 8号

章

一

三

一

二

一

一

一

一

了

。

市

e

県
民
川
一
て
申
汚
点
を
配
布
の
際
、
お
知
ら
せ
し
一

室
一
ニ
=
一
一
一
一
一
一
一
一
一
↑
一
昭
和
四
十
年
区
分
の
市

-
U民
税
一
ま
す
れ
(
税
待
相
同
)
一

一

年

一

一

一

一

一

一

一

二

三

一

一

二

一

目

立

三

日

目

一

個

人

の

事

業

税

一

つI
l
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-一
一
凹
十
年
度
八
月
の
市
民
税
、
県
民
判
明
記
一

m
E口
止
で
な
け
れ
ば
な
り
な
い
か
た
一

一
引
越
さ
れ
た
と
き
は
こ
翠
民
料
と
し
て
大
切
な
も

ωで
す
。
一
〈
商
業
、
型
室
、
訪
れ
、
来
な
ど
一

一

必

ず

二

EUし
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方
が
、
一

E斗
歩
行
な
っ
て
い
る
か
た
(
一

一

一

一

し

、

一

沼

一

種

事

業

)

一

一

@

住

民

登

録

と

一

一

一

一

一
一
一
⑥
巾
告
書
を
拠
出
し
な
か
っ
た
と
き
一
口
、
斉
産
主
日
以
次
に
附
随
し
て
い
一

一

O
国

民

年

金

の

二

O
Eぃ
則
堅
一
過
ぎ
て
申
請
い
を
川
町
一
る
も
の
を
除
/
¥
)
水
害
末
な
ど
の
一

一

手

続

き

を

こ

し

た

と

き

一

詳

号

行

な

っ

て

い

る

か

た

(

第

一

ー

l
!
i
L一
需

主

に

必

理

主

が

な

い

と

さ

一

一

重

主

一

土

地

e

家

屋

の

課

税

標

準

は

ソ

・

二
は
、
技
箆
片
山
な
ど

ω川
川
川
門
除
や
一
ハ
、
院
主
、
斑
W
口
菜
、
弁
詰
士
な
ど
一

レ
二

1

;

;

一

一

凶
方
い
こ
障
害
な
と
の
利
一
矧
控
除
を
し
な
い
で
税
一
の
日
呈
を
行
な
っ
て
い
る
か
た
一
凹
十
年
度
の
固
定
資
限
評
価
績
が
決
一
地
と
新
増
改
築
が
あ
っ
た
家
屋
に
つ
い

脳
間
川
坪
」
一
言
九
訂
坪
す
る
こ
と
に
育
、
余
分
山
一
言
一
印
刷
事
業
)
一
定
し
た
の
て
そ
の
課
税
合
事
喜
関
一
て
は
、
評
価
首
え
が
行
な
わ
れ
て
い
ま

乱

乱

M
L
石
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
い
一
川
ど
ん
な
こ
レ
一
を
申
告
す
れ
ば
よ
い
か
一
係
者
の
縦
覧
に
供
し
ま
す
。
縦
覧
佳
一
一
一
す
の
て
そ
の
所
有
者
は
回
霊
園
(
医
相
間

以
キ
二
し
た
が
っ
て

3
月
勾
円
口
の
則
限
ま
で
一
前
年
中
の
事
業
に
よ
る
所
得
金
額
三
て
一
月
一
日
か
ら
三
月
二

1
日
ま
で
、
次
の
一
泊
台
張
を
ぜ
ひ
縦
覧
し
て
く
だ
さ
い
。

男
女
数
積
二
に
必
す
叩
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。
一
の
他
必
要
な
事
項
(
許
し
い
た
と
は
一
所
で
行
な
い
ま
す
。

-

0

0

問
面
二
申
告
を
し
な
け
れ
ば
必
ら
な
い
方
や
一
里
暑
の
記
普
有
者
い
で
あ
り
一
な
お
本
年
の
評
価
額
は
、
土
地
家
屋
守
縦
亘
書
本
庁
(
旧
大
洲
)

一
一
所
得
会
似
の
計
討
の
方
法
庄
町
詳
し
い
こ
一
ま
す
)
一
に
異
動
の
な
い
揚
合
、
価
格
が
据
え
置
一
連
絡
所
(
各
連
絡
所
管

1
1
1
1
L
一
と
は
、
近
日
中
に
地
区
長
宅
」
ん
を
述
じ
一
帥
ど
こ
え
申
告
す
れ
ば
よ
い
か
一
か
れ
て
い
ま
す
が
、
地
異
議
し
た
土
一
内
)

開
矧
矧
叫
盟
国
剖
別
問

1
制
副
副
司
卦
剰
制
制
時
制
同
訓
内
部
剖
ヨ
ナ

で

ま

止
口

市
動
一
県
民
税

申・

1三五云言7EJC己--[1

41.864 口人

A 
国

メ

lこ

1月28日、市庁ホーノレで仮調印する各農協長

マ

火

事

を

発

見

し

た

と

き

は

電

話

「

一

一

九

番

」

(

火

災

専

用

)

へ

あ

わ

て

ず

、

と

こ

ろ

、

目

標

、

ハ

ツ

キ

円
ノ
ル
」

一

一

〉

毎

月

一

日

は

庁

防

火

の

日

w
で
す
。

一

あ

さ

七

時

に

サ

イ

レ

ン

を

鳴

ら

し

、

火

事

一

を

お

こ

さ

な

い

よ

う

、

全

市

民

が

自

覚

し

一
ぁ
ぅ
。

必
ず
火
を
消
し
て
か
ら
。
ま
た
、
給

油
本
ン
ブ
や
安
全
な
給
油
か
ん
を

吏
つ
。ま

わ
り
に
こ
ぼ
れ
た
加
は
す
ぐ
に

よ
く
、
か
さ
と
る
。

火
を
必
す
消
し
て
か
-
り
移
動
さ
せ

スU
ま
わ
り
の
燃
え
や
す
い
も
の
な
ど
一

整

担

す

る

。

一

燃
料
は
口
灯
油
を
間
一
つ
。
一

引
灯
山
間
は
、
火
気
の
あ
広
場
所
か
一

ら
陥
れ
た
安
八
士
仏
場
所
に
保
管
す
る
一

配
当
金
の
増
配
な
ど

郵
便
局
だ
よ
り

新生活設計

簡易保険新加入運動
2月 - 3月

郵政省
大蔵i号、文部省、日本国有鉄道
日本電信電話公社 日本住宅公
団、日本放送協会

催
援

主
後



(2) 

新

通

行

布Ij

限

か
ら
回
ノ
口
入
口
ま
で
の
四
百
三
十

メ
ー
ト
ル
の
区
間
、
道
路
の
東
側
部

分
に
は
二
輪
車
以
外
の
自
動
車
は
駐

車
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
し
こ
れ
は
午

前
七
時
か
-
り
午
後
十
時
ま
で
で
す
。

-
つ
ず
潮
抄

林
芙
美
子
作
品
集

す
は
ら
し
き
三
歳

東
洋
の
魔
女
の
五
年
間

大
和
万
葉
旅
行
上
下
巻

た
め
に
な
る
童
話
集
一
年
1
四
年
生

路
傍
の
石

小
学
生
の
墨
完
I

賃
金
菅
理

万
事
人
間
本
位

や
き
も
の
風
土
記
カ
ラ
i
ブ
ッ
ク
ス

ロ

ン

ド

ン

カ

ラ

l
ブ
ッ
ク
ス

大
阪
昔
と
今
カ
ラ
l
ブ
ッ
ク
ス

世
界
の
中
の
日
本
漁
業

関
門
商
品
取
引
所
十
年
史

南
海
放
送
十
年

体
育
ス
ポ
ー
ツ
総
覧

世
界
美
術
大
系
第
二
十
巷

考
え
る
ヒ
ン
ト

季
節
の
ま
つ
り

日
本
の
奇
病

サ
ン
ト
リ
の
す
べ
て

四
国
開
発
の
先
覚
者
と
そ
の
偉
業

か
ら
だ
の
法
則
を
探
る

副
首
ヨ
丘
小
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

比
粛
と
広
重
第
六
着

世
界
文
学
全
集
第
一
ニ
十
呑

新
日
本
文
学
全
集
第
三
十
七
道

女
の
斜
塔

腕

と

い

-

つ

女

商

品

偉
人
伝
全
集
第
五
十
丁
八
十
栄
叫
ん
一
古

少
年
少
女
世
界
動
物
文
学
全
豪
9

一
一
判
明
石

オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
世
界
の
民
話
と
伝
一
一
ご
罰
同

説

第

9
者

北

欧

編

一

世
界
地
理
風
俗
大
系
第
十
五
啓
一

親
と
教
師
を
困
ら
す
子
ど
も
の
質
問
一

成
人
病
そ
の
予
防
と
看
護

区
E
E
E
町

f高
!
|
↓
『
割
引
叫
封
J

/

昨
盟
主

3
川
い
川
門
医
院
抑
協
医

¥

l
」

利
一
一
ミ
引
さ
引
ミ
同
三
百

見
」
一
し
と
い
¥
治
不
2
1
ホ
合
司

所

肱

ミ

マ

ヰ

て

い

よ

戸

¥

三

で

い

場

/

J

一

主

千

代

ぷ

夫

ぃ

斗

三

ボ

配

置

す

る

消

防

ポ

ン

プ

自

動

車

が

、

こ

一

時

市

三

三

守

山

b
で

い

や

人

ピ

ヤ

ハ

の

ほ

ど

お

目

見

得

し

ま

し

た

、

一

リ
J

一

一

エ

て

い

者

一

ポ

よ

町

基

で

こ

の

消

防

車

は

、

暑

に

配

置

す

る

二

一

f
E
£山下瞳↓
R

台
の
ヲ
っ
ち
そ
の
一
号
車
と
し
て
一
ニ
十
一

週

二

三

E
宗
時
品
説
U
V

し

一

一

九

生

度

分

で

購

入

(

百

八

十

八

万

円

)

一

:
:
5
3
4
1油
精

い

¥

竺

し

た

も

の

で

す

。

勢

点

か

り

い

っ

一

エ

ボ

障

で

い

」

一

て

も

、

官

可

能

を

も

っ

ジ

1
プ
型
で
、
一

六

〉

ヤ

ム

」

払

ホ

一

一

信

事

仁

川

、

ん

で

は

山

間

部

へ

の

出

動

一

大

洲

警

察

署

三

5
↓

で

一

F

一

F

¥

，
r

、

¥

二

百

一

一

ふ

り

容

易

で

あ

り

、

地

域

の

消

防

車

と

し

一

‘U
γ

5

h

-

-

父

N

A

層

、

¥

¥

岡

、

一

て

最

適

の

も

の

と

い

一

一

明

る

い

〔

輩

、

住

み

よ

い

郷

土

を

つ

一

貫

余

五

年

菱

信

宇

一

一

切

億

に

あ

と

一

歩

一

く

る

た

め

に

、

市

民

の

皆

さ

ん

の

喜

一

「

貯

金

い

っ

ぱ

い

し

あ

わ

せ

い

一

と

ド

間

性

的

十

時

間

一

一
い
御
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
、
こ
の
成
績
一
っ
ぱ
い
」
一

十

周

年

記

念

貯

蓄

の

成

果

一

を

あ

げ

た

お

と

駐

車

査

会

で

一

回

処

小

四

年

永

見

義

和

一
は
感
謝
し
て
い
ま
す
。
過
去
十
年
間
の
一
三
席

『

貯

蓄

高

の

推

移

は

、

図

表

の

よ

う

に

な

一

「

ち

昼

で

つ

く

る

つ

り

っ

ぱ

な

市

制

顔

付

記

念

裏

と

し

て

行

な

つ

一

迎

え

、

貯

蓄

高

も

四

十

九

一

翼

円

と

五

一

一

一

一

す

。

一

大

ず

市

」

て
き
た
壁
台
運
動
も
本
年
で
十
周
年
を
一
十
億
に
あ
と
一
歩
と
な
り
ま
し
た
O

』

一

-

ま

た

、

本

年

度

行

な

っ

た

市

内

小

中

一

新

谷

小

三

年

お

か

ざ

き

み

よ

こ

学
炉
児
童
に
よ
る
貯
蓄
の
標
語
、
作
文
一

一
マ
作
文
の
E

ポ
ス
タ
ー
の
応
募
作
目
白
を
審
査
し
た
と
一
:

こ
ろ
、
次
の
と
お
り
入
賞
者
が
き
言
て
席

ま
し
た
o

一
「
ち
よ
き
ん
を
じ
ま
し
ょ
っ
」

大
洲
市
貯
蓄
運
議
推
進
委
員
会
田
処
小
一
年
は
が
ち
よ
か

駐車禁止と一方通行

た

-中町一=

日

てコ

昭和 40年 2)j 2 5 

ま決

=三笠通り

くし

居王 手溝

手通み子宮話量県

!ifi言
語1265
U員 三号存男

子持曹声ζヰァ 1 0 8号

中
町
一
丁
目
は
、
二
輪
車
以
外
の
車

両
は
両
進
禁
止
と
な
り
、
東
山
叫
た
け

の
一
芳
通
行
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

-
っ
ち
で
大
型
自
動
車
と
大
型
特
妹
臼

動
車
の
通
行
は
祭
止
に
な
り
ま
し
た

か
ら
片
原
町
を
通
っ
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
こ
れ
は
午
前
七
時
か
ら
午

後
十
時
ま
で
で
す
。

宮駐
aj 宣

言葉
通 1ト

，，~ o 
突!場
製所
日央
ト7む

1 新
犬刊
塑図
思書
菌案

室内
第
一
着

新
た
に
指
定
さ
れ
た

徐
行
す
べ
き
場
所

一
、
両
久
米
小
学
校
前

二
、
新
谷
中
学
校
前

一
ニ
、
菅
出
中
学
校
前

回
、
大
竹
保
育
所
前

五
、
大
成
小
学
校
前

駐車禁止場所兎取囲

買市長 lz計ri
;:A l;52-
il i ii 
V2Z能号車;示農

fii1i!?i12T 
;iiiiγ13毛

号

車

が

お

国

見

得

市

消

防

署

の

消

防

車

一
、
ス
タ
ン
ド
は
、
必
ず
左
前
に
お
吋

く
o

N

二
、
本
の
上
に
H

ま
ぶ
し
さ
μ

を
生
叩

じ
る
と
き
は
、
ス
タ
ン
ド
を
少
し

E
V
二
月
の
健
康

遠
ざ
け
る
か
ス
タ
ン
ド
あ
る
い
は
立叩

一
近
こ
ろ
流
行
性
感
冒
が
は
や
つ
で
い

木
の
角
度
を
か
え
て
、
ま
一
、
か
し
さ
2w

一
ま
す
。
予
防
に
は
注
射
も
普
及
し
て
行

を
な
く
す
る
。

N

一目一
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
ま

三
、
ス
タ
ン
ド
は
、
コ
ン
セ
ン
ト
か
芝町

一
ず
家
庭
生
活
を
規
律
的
に
、
ウ
ガ
イ
を

ら
使
用
し
、
と
き
ど
き
清
掃
し
滅
一
一丘

一
切
註
9
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

光
を
防
ぐ
。

2
N

一
ま
た
、
こ
の
ご
ろ
か
ら
五
月
に
か
け

四
、
ス
タ
ン
ド
だ
け
で
は
、
周
囲
が
竺町

一
て
、
ハ
シ
カ
こ
流
行
し
や
す
い
も
の
で

暗
く
て
明
暗
差
が
ひ
ど
く
な
り
、

22
す
。
ハ
シ
カ
は
そ
れ
日
休
た
い
し
た
病

目
の
疲
れ
の
原
因
と
な
り
ま
す
の
竺虫

気
で
な
い
に
し
て
も
、
肺
炎
や
中
耳
炎

で
室
内
灯
と
併
用
す
る
の
が
理
想
キ
併
発
し
や
す
い
も
の
で
す
。
幼
児
は

的
で
す
0

2

2

一
度
は
か
か
る
も
の
な
ど
と
安
易
に
考

古
え
な
い
で
、
近
所
に
流
行
し
は
じ
め
た

、，、，、，、，‘，‘，‘，‘，
e
、，、，、
2

‘，‘，‘，‘、
4

、‘，‘、‘，‘，‘、
4

、4
、4

・-一
ら
、
あ
ら
か
じ
め
医
師
に
相
談
し
て
お

市
町
村
内
の
別
の
学
校
へ
指
定
変
更
-

一

一

き

ま

し

ょ

う

。

四
月
に
小
学
校
ヘ
ム
が
で
き
ま
す
。
ま
た
住
所
地
外
の
市
一

学
す
る
こ
ど
も
の
い
之
町
村
の
学
校
や
私
立
学
校
へ
就
学
す
一
新
入
学
児
童
の
い
る
家
庭
で
は
入
学

家
庭
で
は
、
学
用
品
な
る
道
義
か
れ
て
い
ま
す
o
ほ
か
の
一
一
一
辺
体
検
査
を
必
ず
存
さ
せ
ま
し

ど
い
ろ
い
ろ
の
準
備
三
市
町
村
立
学
普
通
学
さ
せ
た
い
と
一
マ
新
入
学
の
通
学
衣
服
詰

整
え
た
り
、
ま
た
こ
ど
一
き
は
、
希
望
校
の
あ
る
市
町
村
長
一
新
入
門
ナ
の
こ
ど
も
の
た
め
に
、
ぼ
つ

も
に
刻
し
て
揺
ぇ
」
育
霊
会
か
ら
、
そ
れ
以
外
の
国
立
一
ぼ
つ
里
子
服
の
プ
ラ
ン
を
考
え
て
お
き

ど
に
つ
い
て
指
導
し
之
ま
た
は
私
立
の
学
校
に
就
学
さ
せ
よ
一
ま
し
主
っ
。
は
じ
め
に
あ
れ
こ
花
り

り
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
で
っ
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
震
か
ら
一
す
ぎ
て
、
震
に
合
わ
な
か
っ
た
り
、

と
思
い
ま
す
o

市
教
育
そ
れ
ぞ
れ
承
書
雲
行
、
そ
れ
一
友
だ
ち
と
あ
ま
り
か
け
は
な
れ
ち
し

重
合
四
月
一

i
を
添
え
て
住
所
地
の
市
町
村
教
育
委
一
て
い
る
と
、
こ
ど
も
の
た
め
に
も
な
り

で
に
こ
れ
ら
の
家
庭
に
一
員
会
に
届
け
出
る
こ
と
が
必
要
で
す
一
ま
せ
ん
。
い
ま
ま
で
着
て
い
た
も
の
の

ぞ
、
こ
ど
も
の
入
学
一
回
、
し
か
し
い
わ
ゆ
る
有
意
に
就
学
一
な
か
か
ら
、
通
学
用
に
な
る
も
の
を
え

摺
位
肢
を
措
定
し
一
さ
せ
る
た
め
、
住
所
を
い
つ
わ
っ
て
一
ら
ん
で
利
用
し
足
り
な
い
も
の
だ
げ
を

通
知
す
る
こ
と
は
咋
っ
一
住
民
登
録
を
定
ぃ
、
区
域
語
学
一
新
調
す
る
こ
と
に
し
た
い
も
の
で
す
。

て
い
ま
す
が
、
ト
者
を
さ
せ
る
と
い
う
「
越
境
入
学
」
は
一
ま
た
制
服
の
き
ま
り
の
な
い
中
事

足
っ
て
も
次
の
こ
と
を
じ
ゅ
う
三
割
お
り
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
学
校
教
一
高
校
、
大
学
へ
進
む
こ
ま
は
、
と
く

ご
承
知
く
だ
さ
い
。
一
育
の
量
的
な
運
用
を
問
答
す
る
も
一
に
女
の
子
の
場
合
、
上
級
に
す
す
む
に

一
、
昭
和
三
十
九
年
十
二
月
二
日
以
後
一
の
で
す
し
、
通
学
時
間
や
事
故
の
こ
一
つ
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
好
み
も
で

に
住
所
を
変
更
し
た
家
庭
は
、
す
み
と
な
ど
を
考
え
れ
ば
決
し
て
こ
ど
も
一
て
き

F」
り
、
集
回
の
中
で
ど
の
よ
ろ
に

や
か
に
新
し
い
住
所
の
市
町
村
教
育
の
プ
ラ
ス
に
な
る
も
の
で
は
あ
り
ま
古
分
の
衣
服
を
選
ん
で
い
く
か
を
、
み

委
員
会
に
届
け
出
る
こ
え
こ
れ
は
一
せ
ん
。
一
ず
か
-
り
一
決
め
る
よ
う
に
仕
向
け
る
こ
と

入
学
通
刈
の
基
礎
に
な
る
学
齢
簿
に
一
五
、
さ
り
に
経
済
的
理
由
で
就
学
困
難
も
た
い
せ
つ
で
し
ょ
う
。

十
二
月
百
現
在
の
住
民
号
訴
礎
一
議
在
、
生
活
保
護
を
受
け
て
い
一
マ
二
月
の
食
生
活

と
し
て
つ
く
ら
れ
る
か
ら
で
、
同
げ
な
く
て
も
学
校
給
食
費
、
言
語
一
二
月
と
い
う
月
は
い
ち
ば
ん
野
菜
の

F

I
-
-
出
て
な
い
と
入
学
通
知
が
こ
な
い
こ
一
な
ど
に
つ
い
て
の
補
助
制
度
が
あ
り
査
す
る
月
と
い
え
ま
す
。
そ
の
巾
二

二

、

飼

日

開

決

川

こ

と

足

る

か

も

し

れ

ま

せ

ん

。

ま

た

一

ま

す

。

害

や

お

や

さ

ん

の

罪

き

に

あ

78
一

型
地
方
の
、
竹
物
別
組
経
二
事
務
上
の
言
ち
か
ら
、
通
知
も
れ
一
生
活
保
持
を
受
け
て
い
る
者
に
つ
十
が
一
号
や
し
。
と
く
に
こ
の
一
旦
も
や
し
一

撃
は
、
表
の
述
り
で
す
ο

一
一
一
に
な
議
会
絶
対
に
な
い
と
は
い
一
い
て
は
、
別
に
生
活
袋
詰
ょ
っ
言
一
一
月
が
い
ち
ば
ん
お
い
し
い
の
芝
一

三
、
柿
の
木
の
翌
一
一
一
え
ま
せ
ん
か
り
、
変
だ
と
思
っ
た
ら
一
て
救
済
の
票
開
か
れ
て
い
ま
す
。
ず
で
す
。
生
や
さ
い
の
の
な
い
き
な
一

三
月
下
旬
、
芽
の
ふ
く
芭
削
に
、
一
一
進
ん
で
教
育
委
員
会
へ
申
し
出
て
く
一
六
、
盲
、
る
つ
児
、
肢
体
否
員
、
十
の
て
こ
の
も
や
し
に
含
ま
れ
て
い
る
一

タ
ン
ソ
病
、
ク
ロ
ホ
シ
柄
の
予
防
一
だ
さ
い
。
一
語
薄
弱
児
必
ど
の
た
め
に
は
章
一
ビ
タ
ミ
ン
C
は
貴
重
な
も
の
で
宅
調
一

の
た
め
に
、
石
灰
凶
茂
合
剤
八
情
一
一
言
、
病
弱
、
発
育
否
宍
ム
そ
の
他
や
む
一
校
、
る
つ
学
校
、
護
福
山
学
校
、
特
殊
一
理
す
る
時
、
こ
の
C
を
の
が
き
な
い
よ
{

ほ
に
、

p
c
v一
5
0倍
を
加
川
三
を
得
な
い
沼
山
で
恐
古
川
難
な
場
合
一
学
校
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
十
つ
に
す
る
の
が
コ
ツ
。
つ
ま
り
ゆ
で
す

し
て
散
布
す
る
。
一
一
一
は
、
就
学
義
務
fど
献
予
ま
た
は
免
除
一
七
、
経
済
的
な
習
や
肉
体
的
な
理
由
実
」
り
煮
す
ぎ
た
り
し
な
い
こ
キ
す

三
し
て
き
一
つ
こ
と
も
で
き
ま
す
。
一
が
あ
る
に
せ
よ
、
大
切
な
教
育
の
時
一
こ
の
応
か
に
ん
じ
ん
は
、
且
書
量

大
洲
段
業
改
良
普
及
川
二
一
ニ
、
こ
ど
も
の
通
学
条
件
な
ど
て
指
一
期
を
遅
ら
せ
て
、
こ
ど
も
の
将
来
を
す
改
良
と
栽
培
校
術
の
進
歩
で
一
年
中

こ
定
さ
れ
た
学
校
以
外
の
学
校
へ
通
学
一
不
幸
に
し
な
い
よ
う
、
恥
じ
た
り
心
一
食
卓
に
の
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
η
手品し

一

τ」
せ
た
い
場
合
、
こ
れ
を
市
教
室
配
し
す
ぎ
な
い
で
、
布
教
育
重
会

70
に
ん
じ
ん
は
ビ
タ
ミ
ン
A
を品

Z

I
l
-
-
J

一
員
会
で
認
め
ら
れ
た
と
き
ば
陥
二
に
す
み
や
か
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
一
で
お
り
、
な
ま
で
食
べ
る
の
が
よ
い
。

電
気
ス
タ
ン

ド
の
選
び
方

使
い
方

マ
よ
い
電
気
ス
タ
ン
ド
合
選
び
方

一
、
蛍
光
灯
使
用
の
も
の

ス
タ
ン
ド
の
規
格
が
定
め
n

りれ、

十
五
ワ
ッ
ト

1
二
十
ワ
ッ
ト
の

問
視
ス
タ
ン
ド
が
規
格
に
適
合
し

て
い
ま
す
。

二
、
白
熱
電
球
使
用
の
も
の

六
十
ワ
ッ
ト

i
百
ワ
ッ
ト
の
も

の
で
高
さ
四
十
セ
ン
チ

t
五
十

セ
ン
チ
手
も
と
ま
で
十
分
光
が
と

ど
き
、
笠
は
大
き
く
ま
ぶ
し
守
口
が

な
く
、
笠
の
上
や
周
囲
に
も
光
が

出
る
と
と
も
に
安
定

Rfι
い
も

の
を
選
ぶ
こ
と
。

マ
電
気
ス
タ
ン
ド
の
正
し
い
使
い
方

広
報
の
し
お
り

「
新
入
学
お
め
で
と

ザつ」
い
よ
い
よ
ち
子
さ

ま
の
新
入
学
期
が
始

ま
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
で
お
た
く
の

勉
強
部
屋
の
照
明
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
?

机
の
上
が
陪
戸
¥
て
は
、
十
分
勉
強
も

で
き
ず
、
芳
一
日
に
よ
く
あ
り
ま
せ

叫
ん
。
勉
強
部
屋
に
は
電
気
ス
タ
ン
ド

引
を
使
う
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。
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主そ

新学期を迎える家庭へ

「
ち
よ
き
ん
」

回
処
小
二
年
お
か
も
と
た
だ
し

「
わ
た
し
の
ち
ょ
金
」

国
処
小
三
年
徳
岡
み
ゆ
き

「
た
め
た
お
金
」

田
処
小
四
年
近
藤
猿

「
貯
蓄
」喜

多
小
五
年
中
野
禽
弘

二
席測

ろ
-
っ
。

②
、
飼
料
の
給
与
。
育
成
中
の
も
の

は
、
ク
サ
、
ワ
ラ
を
多
く
食
わ
せ

て
、
丈
夫
な
体
手
作
る
こ
と
。

四
月
に
販
売
す
る
牛
は
、
ム
ギ
、

作

物

名

播
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ン
ト
コ

l
y

y
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